
　川本裕子人事院総裁は、8月 7日に行った人事院勧告・
報告に際して総裁談話を発表し、その中で「公務を取り巻
く情勢が変化を続け、不確実性を増していく時代に、従来
の延長線上にある考え方では公務員人事管理の課題に対す
る解を見いだすことは困難」「将来にわたって優秀な人材
を公務組織に惹きつけるため、人材マネジメントのグラン
ドデザインを構築することが急務」として、「各界有識者
による会議を設置し、その議論・提言を踏まえながら、公
務員人事管理の抜本的なアップグレードを実行」するとし
ました。
　人事管理に関する報告では、「公務人材の確保は、今、
危機的な状況に直面している」という課題認識のもとで、
その解決に向けての方向性を示していますが、効果に疑問
を持たざるを得ない内容がいくつも並んでいます。

多様で有為な人材確保のための取り組み？
　新卒採用が困難であることから、経験者採用に向けた取
り組みを行うとしていますが、そもそも国籍要件が課され
た国家公務員では外国人材の活用が不可能であり、民間企
業も同様の人材不足を抱えている中で、外部人材からの確

保だけではとても問題解決にはならないと考えられます。
　一方で「非常勤職員の人材確保も厳しさを増している」
として、「制度の適切な運用の在り方等について検討を行っ
ていく」とし、3年公募の見直しなどを検討するようですが、
予算の都合で翌年度突然職を失うような制度を残したまま
では、人材確保など絵に描いた餅ではないでしょうか。
　自治労連は一貫して「均等待遇に基づく任期の定めのな
い短時間職員制度の確立」を求めており、育児や介護など
でフルタイム勤務できない方にも、任期の定めのない職員
（＝正規職員）として短時間勤務できる制度を求めています。

多様なワークスタイル実現？
　フレックスタイム制（？）を見直し、育児または介護を
行う職員に限定していた週４日勤務を他の職員にも拡大し
ます。週当たりの勤務時間は３８時間４５分のままですの
で、他の日に７時間４５分を超えて勤務し、週に１日だけ
は勤務時間を割り振らない日を設けることができるように
します。勤務時間法の改正が必要なため、法改正の勧告を
併せて行っています。
　また、県内の多くの自治体で実施済ですが、夏期休暇の

使用期間を６月から１０月に延長します。
　併せて、交代制勤務の職員に限って１５分単位での年次
有給休暇の取得を可能とします。病院などを中心に２交替
夜勤が多く導入されており、１勤務の勤務時間が７時間４
５分の倍数となっておらず、15 分や 45 分といった端数の
勤務時間を割り振られた日に、実際に休むためには１時間
単位に切り上げて年次休暇を取得する必要があるためです。

公務の魅力とは何だろう？
　7 月 26 日の中央行動で、総務省への署名提出の際、採
用 2 年目の組合員が『私は観光振興の仕事をしています。
もっと地元を盛り上げたいと考えています。時間があれば
もっと住民に喜んでもらえる新しい企画にも挑戦したいの
ですが、現状では前例踏襲とならざるを得ません。人員が
確保されたら、地域振興のためにもっと頑張れます。』と
発言しました。この言葉にこそ、いま取り戻すべき公務の
魅力が詰まっていると思います。この想いを実現すること
こそが本当の「公務員人事管理の抜本的なアップグレード」
ではないでしょうか。
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「公務員人事管理のアップグレード」って何ですか？

　大
津
市
は
最
高
号
給
が
低
く
抑

え
ら
れ
た
給
料
表
の
た
め
、
試
験

を
受
け
て
昇
任
し
な
け
れ
ば
早
々

に
昇
給
が
止
ま
る
人
事
給
与
制
度

が
続
い
て
い
る
。
子
育
て
世
代
を

中
心
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下

し
、
係
長
級
・
主
任
級
が
辞
め
て

い
く
。
市
労
連
は
、
国
や
県
並
み

に
給
料
表
を
戻
す
よ
う
粘
り
強
く

交
渉
を
重
ね
て
き
た
。
当
局
は
給

料
表
を
戻
す
条
件
と
し
て
「
転
換

号
給
」
と
い
う
法
的
根
拠
の
な
い

独
自
の
制
度
を
新
た
に
提
案
し
、

標
準
で
4
号
の
昇
給
を
2
号
に

圧
縮
す
る
姿
勢
を
頑
な
に
崩
さ
な

い
。
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
上

が
ら
な
け
れ
ば
結
果
と
し
て
市
民

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
て
し
ま
う
。

私
た
ち
は
良
い
仕
事
が
し
た
い
。

公
務
員
と
し
て
の
や
り
が
い
を
取

り
戻
す
た
め
奮
闘
す
る
。

　大
津
市
労
連

　

　
　
　
　
　

  

前
川

　ひ
ろ
美
さ
ん

　当
町
で
は
近
年
、
職
員
年
齢
層

の
い
び
つ
さ
か
ら
、
管
理
職
へ
の

早
過
ぎ
る
任
用
が
生
じ
て
お
り
、

そ
の
職
務
の
大
変
さ
か
ら
、「
あ
の

よ
う
な
未
来
に
希
望
を
持
て
な
い

働
き
方
は
し
た
く
な
い
」
と
、
若

い
世
代
を
中
心
に
深
刻
な
不
安
が

広
が
っ
て
い
る
。
労
働
組
合
と
し

て
、
し
っ
か
り
と
声
を
あ
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　給
与
制
度
等
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

の
議
論
で
は
、
滋
賀
自
治
労
連
が

地
域
手
当
に
関
し
て
6
町
で
連
帯
し

た
運
動
方
針
を
立
て
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
を
と
て
も
心
強
く
感

じ
て
い
る
。
職
員
が
仕
事
の
誇
り

と
や
り
が
い
、
希
望
を
持
て
る
未

来
を
堂
々
と
語
り
合
え
る
職
場
、
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持
続
可
能
な
地
域
を
み
ん
な
で
一
緒

に
創
っ
て
い
く
た
め
に
奮
闘
し
た
い
。

　日
野
町
職
員
労
働
組
合

　

　
　
　
　
　
　
　吉
田

　拓
哉
さ
ん

　何
度
も
延
期
や
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
青
プ
ロ
を
、
昨
年

　月
に
よ

う
や
く
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

近
畿
2
府
4
県
の
各
会
場
や
他
府

県
の
仲
間
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が

る
形
で
あ
っ
た
が
、
滋
賀
の
参
加
者

は
リ
ア
ル
で
一
堂
に
集
ま
り
、
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
や
は
り

リ
ア
ル
で
の
情
報
交
換
が
何
よ
り
大

切
で
、
さ
り
げ
な
い
雑
談
が
持
つ
力

も
非
常
に
大
き
い
。
青
年
部
の
役
割

は
、
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
だ
と

実
感
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
経
験

を
い
か
し
て
、
青
年
部
活
動
や
組
合

運
動
を
頑
張
り
た
い
。

　
　
　青
年
部

　田
村

　義
朗
さ
ん

　5
月
8
日
以
降
は
、
職
場
も
組
合

活
動
も
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
禍
の
ダ

メ
ー
ジ
か
ら
回
復
し
て
き
て
い
る

が
、
職
場
全
体
が
人
手
不
足
や
物
価

高
に
見
合
わ
な
い
低
い
賃
金
な
ど
の

影
響
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
閉
塞
感
に

覆
わ
れ
て
い
る
。
人
事
評
価
制
度
に

つ
い
て
も
、「
本
当
に
公
正
公
平
な

評
価
が
で
き
て
い
る
の
か
」
と
組
合

員
か
ら
不
安
の
声
も
届
い
て
い
る
。

ま
た
、
定
員
管
理
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
当
局
か
ら
「
増
や
し
て
い

く
」
と
の
回
答
を
得
た
の
で
、
進
捗

を
見
守
り
た
い
。

　栗
東
市
職
員
組
合

　

　
　
　
　
　

   

山
形

　圭
奈
子
さ
ん

　職
場
で
は
人
員
不
足
が
深
刻
で
、

な
か
な
か
新
し
い
組
合
加
入
者
も
広

が
ら
な
い
。
組
合
員
を
増
や
し
、
も
っ

と
み
ん
な
が
働
き
や
す
い
職
場
に
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
半
額

補
助
を
組
合
で
始
め
た
と
こ
ろ
加
入

が
広
が
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
希
望
や

要
望
を
職
場
懇
談
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で

汲
み
取
り
、
現
場
の
声
を
ダ
イ
レ
ク

ト
に
当
局
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
組
合
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公
務
員
と
し
て
の
誇
り
と

働
き
が
い
を
取
り
戻
す

　
滋
賀
自
治
労
連
は
9
月
　
日
、
第
　
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、

2
0
2
3
年
度
の
新
役
員
体
制
と
運
動
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。

実
に
4
年
ぶ
り
の
完
全
リ
ア
ル
開
催
に
、
各
単
組
・
部
会
か
ら

多
く
の
仲
間
が
参
加
・
交
流
し
ま
し
た
。

　
以
下
、
討
論
の
一
部
（
概
要
）
を
紹
介
し
ま
す
。

 31

住民の幸せと自分の幸せを重ね合わせて公共を取り戻そう！

活
動
を
見
直
し
て
い
き
た
い
。
会
計

年
度
任
用
職
員
の
評
価
シ
ー
ト
も
複

雑
す
ぎ
る
と
い
う
声
も
多
数
届
い
て

い
る
。
滋
賀
県
の
シ
ー
ト
な
ど
も
参

考
に
簡
素
化
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　豊
郷
町
職
員
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　小
杉

　恭
也
さ
ん

　県
の
公
文
書
館
（
前
身
の
県
政
史

料
室
を
含
む
）
で
、
週

　時
間
勤
務

の
非
常
勤
職
員
と
し
て

　年
間
働
い

て
き
た
。
組
合
で
粘
り
強
い
交
渉
を

重
ね
る
こ
と
で
、
専
門
職
と
し
て
扱

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
報
酬
月
額
も

約

　万
円
か
ら

　万
円
ま
で
増
や
す

こ
と
が
で
き
た
。2
0
2
0
年
度
に
は

会
計
年
度
任
用
職
員
連
絡
会
を
結
成

し
、
会
長
に
就
い
て
交
渉
を
続
け
て

き
た
が
、
今
年
度
か
ら
県
史
編
さ
ん

に
と
も
な
う
人
員
強
化
が
実
現
し
、

公
文
書
管
理
の
常
勤
（
正
規
）
専
門

職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
よ
う
や

く
自
身
は
安
定
し
た
身
分
が
保
障
さ

れ
た
が
、「
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
」
と
よ
ば

れ
る
公
文
書
館
専
門
職
員
の
多
く
は
、

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
働
い
て

い
る
。
働
く
仲
間
の
環
境
を
変
え
る

た
め
に
、
引
き
続
き
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

の
地
位
向
上
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

　滋
賀
県
職
員
組
合

　

  
                      

大
月

　英
雄
さ
ん

23

60

6
町
連
帯
で
の
地
域
手
当
の

運
動
方
針
は
と
て
も
心
強
い

青
年
部
の
役
割
は

つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と

閉
塞
感
を
打
ち
破
る

人
員
増
と
賃
上
げ
こ
そ

も
っ
と
み
ん
な
が
働
き
や
す
い

職
場
に
し
て
い
き
た
い

自
分
一
人
の
こ
と
で
は
な
く

環
境
を
変
え
て
い
き
た
い

団結ガンバロー（守山駅前コミュニティホール）
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会計監事
　 〃
　 〃
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児玉　　  崇
谷田　　  誠
髙田　　智行
辻田　　秀樹
山形　圭奈子
河合　　貫至
 東　　　勉
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▶ WEBで
簡単応募が
できます

（
一
次
締
切
）     

月
　
日
（
火
）

（
二
次
締
切
）      

月
　
日
（
水
）

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
。（
一
次
締

切
日
を
過
ぎ
て
郵
送
さ
れ
た
方

に
も
当
選
権
あ
り
。
二
次
締
切

当
選
者
は
翌
々
月
号
に
発
表
）

前
号
の
答
え
「
①
右
か
ら
２
番

目
の
人
の
髪
②
右
端
の
人
の
左

袖
③
右
下
の
花
④
左
下
の
葉
⑤

杖
の
長
さ
⑥
左
上
の
ト
ン
ボ
の

尾
⑦
左
か
ら
２
番
目
の
人
の
ズ

ボ
ン
」

《
3
4
3
号（
二
次
締
切
）当
選
者
3
名 

》  
   

門
野
　 

久
昭
様  （
滋
賀
県
職
）

  

臼
井 

茉
理
子
様（   

滋
賀
県
職
）

  

江
口
　 

好
美
様 

　（大
津
市
労
連
）

《
3
4
4
号（
一
次
締
切
）当
選
者
3
名 

》

     

東
浦
　
光
紀
様   （
滋
賀
県
職
）

    

北
田
　
淳
士
様  

　（大
津
市
労
連
）

    

荻
野 

真
美
子
様 

　（
大
津
市
労
連
）

　
W
E
B
・ハ
ガ
キ
又
は
F
A
X

で
。答
え
、住
所
、氏
名
、単
組
名
、

職
場
の
で
き
ご
と
、
話
題
、
家
族

の
た
よ
り
な
ど
、
ひ
と
こ
と
お

書
き
く
だ
さ
い
。（
匿
名
不
可
）

【
送
り
先
】

〒
５
２
０̶

０
０
５
１

大
津
市
梅
林
一
丁
目
３ ̶

こ
う
ぜ
ん
ビ
ル
１
F

　

滋
賀
県

自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

F
A
X
０
７
７（
５
２
７
）５
５
２
２
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3115

1011

く ら し と 統 計

　 2022年に行った余暇活動は、「国内
観光旅行」がコロナ禍前以来の１位に復
帰。今年２～３月、全国の15～79歳
の男女3,036人から回答を得ました。
　「国内観光旅行」はコロナ禍前の19年
までは余暇活動として毎年１位でしたが、
外出を控える人が多かった20～21年は
「動画観賞」や「読書」「音楽鑑賞」が取って
代わりました。22年は制限があったもの
の余暇活動は徐々に外向きに変化。「旅行」はまだ以前の水準には
戻っていませんが、前年より10ポイント増えました。「ドライブ」
「外食」も増えるなど、外出を伴う余暇活動がいよいよ復活しそう
です。併せて「仕事と余暇のどちらを重視するか」を聞いたところ、
63.９％が余暇を重視すると回答しました。

　◎
あ
ま
り
に
も
体
が
凝
り
固

ま
っ
て
お
り
、
数
日
前
か
ら
就

寝
前
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
始
め
ま

し
た
。
何
事
も
三
日
坊
主
の
私

が
、
続
け
ら
れ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、「
　
日
間
継
続
し
た

こ
と
は
習
慣
化
す
る
」
と
い
う

余暇  国内観光旅行が１位復帰

【
問
題
】
A
〜
F
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

   

　
音
符
を
書
き
込
み
ま
す

　
　
紙
を
切
り
抜
い
て
作
る

      

霧
が
濃
く
て…

…

ゼ
ロ

　
　…

…

金
、…

…

違
い

　
　
代
表
的
な
出
世
魚
で
す

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

１
　
ネ
ギ
を
背
負
っ
て
来
ま
す

3
　
爪
が
き
れ
い
で
す
ね

7
　
小
ぶ
り
な…

…

バ
ナ
ナ

9
　
そ
の
場
の
雰
囲
気
。
張
り

　
　
詰
め
た…

…

 
　
進
ん
で
い
く
先

      

硫
黄
の
元
素
記
号
は
？

   

　
ド
ー
バ
ー
海
峡
を
フ
ラ
ン

　
　
ス
で
は…

…

海
峡
と
い
う

   

　
工
場
が
Ａ
町
か
ら
Ｂ
町
に

　
　…

…

し
ま
し
た

   

　
怖
い
で
す
。…

…

屋
敷

      …
…

一
会
の
出
会
い

   

　…
…

国
、…

…

風

   

　
新
聞
小
説
の
イ
ラ
ス
ト

   

　
レ
ン
タ
ル
よ
り
長
期
で
す

   

　
古
い
中
国
の
文
語
体
の
文

   

　
幕
藩
体
制
の
時
代
で
し
た

   

　
借
金
時
に
支
払
う
対
価

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

1
　
シ
カ
科
で
は
な
く
ウ
シ
科

　
　
の
動
物
で
す

2
　
夏
目
漱
石
の
前
期
三
部
作

　
　
の
一
つ

3
　
記
号
。
シ
ン
ボ
ル…

…

4
　
人
形
に
も
な
る
秋
の
花

5
　
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
い

　
　
娯
楽
施
設
で
す

6
　
留
守
の
家
を
狙
い
ま
す

8   

首
都
は
ハ
バ
ナ

   

　
マ
ン
タ
は…

…

の
仲
間

   

　
体
操
競
技
な
ど
で
使
う
ス

　
　
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア

   

　
兼
六
園
や
偕
楽
園
な
ど

   

　
仏
教
僧
侶
が
ま
と
う
衣
装
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法
則
が
あ
る
と
聞
き
、
と
り
あ

え
ず
少
し
で
も
続
け
て
や
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

    

　
　  

N.
S  

日
野
町
職
労

　◎
毎
年
、
夏
は
暑
い
も
の
で

す
が
今
年
は
特
に
暑
い
で
す…

　
夏
と
言
え
ば
自
分
が
子
ど
も

21

の
頃
は
虫
捕
り
、
プ
ー
ル
と
遊

ん
だ
も
の
で
す
が
、
今
の
子
ど

も
た
ち
は
夏
の
昼
間
は
な
る
べ

く
家
の
中
に
い
る
と
の
こ
と
。

な
ん
だ
か
ち
ょ
っ
と
悲
し
い…

　
　

　
　

　

A.
Y  

滋
賀
県
職

　◎
ガ
ソ
リ
ン
代
の
高
騰
が
車

通
勤
者
に
と
っ
て
影
響
が
大
き

い
で
す
。
通
勤
手
当
見
直
し
て

欲
し
い
！

　
　

　
　 K.

S  

大
津
市
労
連

　◎
お
昼
休
み
に
職
場
の
先
輩

と
ラ
ン
チ
に
行
き
ま
し
た
。
仕

事
と
子
育
て
に
慌
た
だ
し
い
毎

日
で
す
が
、
ホ
ッ
と
ひ
と
い
き

落
ち
着
く
時
間
で
し
た
。

　
　

　
　

K.
S  

日
野
町
職
労

　◎
世
代
交
代
が
著
し
く
、
仕

事
の
内
容
や
仕
方
が
受
け
継
が

れ
て
い
く
の
か
心
配
で
す
。

　
　

　
　 

 H.
U  

滋
賀
県
職

滋賀県労連と共同で滋賀県人事委員会へ要請
　10 月3 日、滋賀自治労連は滋賀県労連と共同で滋賀県人事委員会事務局へ要
請を行いました。参加は滋賀県労連より高岡議長、山元事務局長、滋賀自治労連
より杉本委員長、波川書記長で、人事委員会は三橋事務局長らが対応しました。
　滋賀自治労連は、人事院勧告を絶対視することなく、労働者の暮らしを擁護す
べき第三者機関として、また公務員賃金の社会的影響力も考慮し、県職員の要求
に基づく積極的な賃金改善勧告により、すべての県職員の生活改善を図ること。
労働関係諸法令と職員の健康が守られるよう、業務量に見合う人員が配置される
よう大幅な定数増をもとめることなどを求めました。滋賀県労連からは、民間労
働者等への波及など県勧告が与える影響力も十分に考慮し、物価高騰に見合う大
幅な改定を行うよう求めました。

県立小児保健医療センターの病床削減反対！
２ヶ月で５，７２５筆の切実な声 声声

　2025年に滋賀県立総合病院との統合が
計画されている県立小児保健医療センター
では、水面下で病床数の大幅な削減が狙わ
れています。病院事業庁は現在100床ある
ベッドについて、少子化や稼働率が60％
程度であることを理由に、60床程度に減
らすことを「適正化」としていますが、そ
もそもここ 2～3年の稼働率の推移は、コ
ロナ禍の影響で受診控えや受入抑制（40床
がコロナ専用化）などが起こっていた時期
でもあることから平時の稼働率として考慮
するには無理があること、また仮に第 2、

第3のパンデミック等が生じた際にギリギ
リの60床まで減らしてしまうと余力がな
くなり緊急時の対応が出来なくなる懸念、
さらには「病床は余っている」としながら、
患者家族らの証言によると実際にはレスパ
イト入院（休息を主たる目的とした短期入
院）の対応がくじ引きとなっていること
等々の問題があるため、県民の間に次第に
不安や疑念が広がっています。
　滋賀自治労連は、こ
の間、県立病院の未来
を考える会に結集し、
広く市民や患者家族の
みなさんとも共同し、
病床数削減反対署名な
どに取り組んできまし
た。9 月14日の１次
集約には 3,882筆を、
10 月16日の最終集約

では1,843筆を追加提出し、累計5,725
筆を知事秘書課に提出して計画の見直し
を求めました。　
　今後、会では署名の第2弾に取り組むと
ともにシンポジウムなども開催し、県が
示している「第五次滋賀県立病院中期計
画の改定に係る骨子案」の問題性を広く
県民に知らしめ、いずれ公募されるであ
ろうパブリックコメントへの参加を呼び
掛けるなど運動を広めます。

第34回滋賀県自治体軟式野球大会

栗東市職 優勝！
　10 月 14 日、滋賀県自治体労働組合共闘会議（滋賀自治
体共闘）は第 34 回滋賀県軟式野球大会を開催。参加した
各チームは日頃の練習の成果を競い合い、親睦と交流を図
りました。決勝戦は白熱した試合展開で延長戦（タイブレー
ク）までもつれ込み、2 点差で逃げ切りを狙う草津市労連
に対し、栗東市職が土壇場で追い付き、最後は逆転サヨナ
ラで勝利しました。優勝は栗東市職、準優勝は草津市労連
でした。優勝した栗東市職は、滋賀代表として 11 月 25
日の近畿大会に出場します。手に汗握る好ゲームを演じて
くれた選手と関係者のみなさまに心から感謝します。

こどもの命を守る県立病院の機能後退ゆるさない

「滋賀民報提供」


